
昭和は公害・平成は災害・令和は老害？
会社は長寿を”ワザワイ”にしていませんか？
定年後も会社に残る選択をする人が増えています。労働人口が減少していく中、ベテランの彼
らの活躍に期待があります。しかし、すべてのベテラン社員が時代や組織の変化に対応できて
いるでしょうか？また、若手管理職のみなさんにとっては彼らと円滑にコミュニケーションを
取り、チームを纏めるスキルが求められます。それはなかなか難しいと感じていませんか？ 
多くの組織で「元上司・ベテランVS若手社員」潜在的な問題となっています。

職場の問題児？ビジネス老害？

いいえ、
ベテラン社員の”正しき活躍”こそ
わが社の未来の希望

今こそ、”腹くくって”向き合うとき

「Re:解はアイ」project

念願の課長昇格
部下の半数が
元上司と再雇用社員
上は簡単に「活かし方を考えろ」
って言うけど、どうしたもんだか・・・

まだまだ若者には負けるはずがない
今さらPCを使いこなす必要はない
いつ辞めてもいいんだが・・

オンラインでは何も伝わらない
雑用は女の子に頼め

「その言い方女性蔑視!アウトよね」
「”お前ほど給料貰ってない”って言われても」

「若手の話しもう少し聴いて」

『継続雇用者と若手管理職向け研修』
当社ではこの解決策として継続雇用者(予定者 )と若手管理職の双方に向
けた研修・講演をご提供します。

「イマドキの若者は宇宙人 理解できない」
「甘いんだ、俺たちはもっと根性があった」
「まだいくらでも仕事できるんだが」



世代ギャップを理解し、

自分の未来を考える
相互の得意分野・苦手分野を補完し、
新しい組織風土を作る。手本はない

今までの”当たり前”の
変化と”価値観””環境”

”ツール”の変化

ＶＵＣＡの時代
変化には変化で対応
「変化すること」

「変化させないこと」

昇進・昇格・昇給のた
め→”生き甲斐”として
の仕事のありよう

邪魔なものは
そのプライド
「知らないならば教え
てもらう」

それは余裕

人は何歳になっても
成長する
学ぶことをやめたとき
に”老い”は始まる

価値変化
“悪気がない”では許さ
れない。こんな行動・
言動は”老害認定”

”成功談”よりあなたの”
失敗談”を、それは
若手社員にとって
貴重な教訓また、挑戦
への勇気

“ベテラン”  の経験
それは組織と日本の
“財産”
その役立て方

役職を降りてもなお自分の役割を理解して、それに沿って考えて行動
できる人は、若手社員にとっては良い手本になります。そして、現役

リーダーにとっては、信頼できる相談相手優秀な参謀です。

✔ベテラン社員には環境の変化・体力の変化そして新しい知識・価値観を理解し、昔の成功体
験に固執せず、柔軟な思考や行動を身につけます。

※研修は実践的なワークショッ
プやグループディスカッション
で「身につく」内容です



ベテラン社員その
人生理解
知ってるつもりに
なっていませんか

それぞれの            
ゼネレーション

育った歴史と
環境の違い

ハイパフォーマーが陥る
「人生サイアクの
モチベーション」が
60歳定年時の現実

リーダーの

「ダメレッテル」が
ダメな人を量産

『元上司・先輩だか
ら』『部下なんだか
ら』いいえ、チーム
の『仲間』

最強の誉め言葉
「考えてください」
「どう思いますか？」

「言うべきこと」

は言う
「言いたいこと」
は我慢

ベテラン部下とのCC
「やってはいけない
アレコレ」「やった方
がいいアレコレ」

ベテランの強み×若
手社員の強み＝
イノベーション

若手の価値とベテランの価値

その組み合わせ

そこから

新たな価値の創出

年齢や経験で価値観は違う。それは当然、しかしそれがチームの弱点
になってはいけない。価値観の違いを乗り越えるには、まずは「歩み
寄りと語り合い」たとえ共感できなくても「相手の考え方や感じ方を
理解する」それが多様性のマネジメントの基本。

✔若手リーダーは、年上・ベテランの継続雇用者と対等に意見交換できるコミュニケー
ション力やリーダーシップを養います。

※研修は実践的なワークショップやグループディスカッションで「身につく」内容です



若手社員は、ベテラン社員が時代についていけてないと感じても、敬意や配
慮から何も言えません。ベテラン社員は、若手社員が常識に欠けると思って
いますが、指導するとパワハラと言われるのを恐れて何も言えません。
このように、お互いに本音を隠している社員たちの姿を、ポップでユーモラ
スな漫画で描いています。

  双方の歩み寄りそこに
大きな伸びしろ



WINTH代表 西川 由喜

・交流分析士インストラクター 
・DiSC®コンサルタント 
・キャリア・トランプファシリテーター 
・ダイバシティーコミュニケーションインストラクター 
・NLPプラクティショナー資格 
・ライフデザインアドバイザー 
・CSスペシャリスト資格 ・秘書検定１級 
・ビジネスマナー検定1級 ・話しことば検定1級 

「伝わる表現」で「伝える研修」会社
可能性は無限大、あなたと共に未来を描く

研修会社 WINTH（ウインズ） 
〒530-0001   

 大阪市北区梅田1丁目11-4-1000番 大阪駅前第4ビル10階
 TEL：06-6136-5361   FAX：06-6131-6199
 e-Mail ： winth@kcn.jp  Mobil：090-1245-2575 
 HP  http://www.winth.biz/

大手ハウスメーカーのグループ会社で14年間にわたり社内・社外の様々な階層を対象
としたビジネス研修をご提供。
全国各地で延べ500回以上の登壇実績があります。
研修スタイルは、心理学を使った効果的な「言葉」と、役者経験で鍛えられた「表現
法」を駆使し、熱意を持って受講生を「その気」にさせます。 
神戸生まれ大阪育ち、現在は奈良在住。年1回のフルマラソンがライフワーク。
また、劇団に所属し、現役舞台女優として活動しています。 

2016年8月、研修会社WINTHを設立。

講師紹介

①互いの気付きで世代間の壁を取り除き、互いに尊重し合える関係を築く
②組織の生産性やイノベーションが高まる
③成長意欲が増し離職率を低下させる
当社の研修は、
※お客様の業種や業務内容に合わせてカスタマイズいたします
※40代～社員のライフキャリア「～KARANO(カラノ)研修もご提供しています
※オンライン研修・講演もご利用いただけます。ぜひお問い合わせください

「Re:解はアイ」ご受講の想定効果
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